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概要
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従来の透明体・半透明体外観検査
①光が偏向・反射して欠陥が見にくく、光源や対象物を動かしなが
ら観察が必要。欠損の種類毎に光源や撮像方法を変える必要がある

当社の検査技術

①2種類の照明方法で同時に撮像。色情報分離により複数の欠損を検出
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２種類の光源で多種な欠損を同時検出

©Humo Laboratory,Ltd. All rights reserved.

キズ、内部クラック等を
浮かび上がらせる青色
バックライト照明（下）

表面の変色、内部組成の
偏り等を浮かび上がらせ
る赤色拡散ローアングル
照明（上）
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色情報を分離して画像処理
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透明（わずか
に乳白色）な
水晶板

2色照明で撮
像

青色情報の
みで処理

赤色情報の
みで処理

クラックを
検出

変色を検出
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欠損検出以外の計測
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• 欠損検出だけでなく対象物の寸法や面積、ワレ・欠けといった形状不
良も検出します。
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